
　
五
輪
塔
と
は
、
五
つ
の
図
形
（
下
か

ら
方
形
、
円
形
、
三
角
形
、
半
円
形
、

団
形
あ
る
い
は
宝
珠
形
）
を
重
ね
た
も

の
を
立
体
化
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、

地
・
水
・
火
・
風
・
空
を
表
わ
し
て
い

ま
す
。
こ
の
地
水
火
風
空
の
５
つ
が
宇

宙
の
真
理
を
表
わ
す
と
い
う
五
大
思
想

に
基
づ
き
図
形
化
し
、
日
本
で
こ
の
図

形
を
立
体
化
し
た
の
が
五
輪
塔
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
中
国
な
ど
で

は
、
立
体
化
さ
れ
た
塔
の
遺
品
は
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
い
う
五
大

は
五
輪
と
同
じ
意
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

五
輪
塔
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
を
、
下
か

ら
地
輪
、
水
輪
、
火
輪
、
風
輪
、
空
輪

と
呼
び
ま
す
。

　
五
輪
塔
が
造
ら
れ
始
め
た
の
は
、
平

安
時
代
後
半
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
鎌

倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
盛
ん

に
造
ら
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
埋
葬

者
の
塚
の
上
に
五
輪
塔
を
立
て
て
成
仏

す
る
こ
と
を
祈
願
（
大
日
如
来
を
供
養
）

し
た
も
の
で
し
た
が
、
次
第
に
墓
標
と

な
り
、
供
養
塔
や
供
養
墓
と
し
て
造
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の

た
め
、
当
初
は
密
教
で
の
み
用
い
ら
れ

ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
で
は
ほ
と
ん
ど

の
宗
派
で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
大
き
さ
も
小
形
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
境
川
町
藤
垈
（
ふ
じ
ぬ
た
）
に
あ
る

常
楽
寺
に
は
、
こ
の
五
輪
塔
が
２
基
残

っ
て
い
ま
す
。
２
基
と
も
安
山
岩
製
で
、

１
基
は
一
部
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

も
う
１
基
は
完
全
な
形
で
、
高
さ
が
１
・

７
６
ｍ
と
大
き
く
、
空
風
輪
が
１
つ
の

石
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

空
風
輪
を
一
石
に
し
て
造
る
こ
と
は
珍

し
く
な
く
、
む
し
ろ
５
つ
よ
り
は
４
つ

の
石
か
ら
造
ら
れ
る
ほ
う
が
、
多
い
よ

う
で
す
。

　
常
楽
寺
が
建
て
ら
れ
た
の
は
江
戸
時

代
（
18
世
紀
末
）
の
こ
と
で
す
が
、
常

楽
寺
の
建
立
の
た
め
、
坊
ケ
峯
に
五
輪

塔
を
移
す
と
い
う
趣
旨
の
文
書
が
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
道
路
の
拡
幅
の
た

め
、
再
び
常
楽
寺
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
常
楽
寺
建
立
前
に
こ

の
五
輪
塔
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、

形
や
大
き
さ
か
ら
鎌
倉
時
代
の
も
の
と

推
定
さ
れ
ま
す
。
常
楽
寺
の
近
く
の
畑

か
ら
は
、
平
安
時
代
の
瓦
が
採
集
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
付
近
に
は
廃
寺
と

な
っ
た
古
代
寺
院
が
存
在
し
、
恐
ら
く

そ
の
寺
に
こ
の
五
輪
塔
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
域
を
支
配
す
る

有
力
な
豪
族
の
お
墓
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

　
次
の
日
程
で
収
穫
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
収
穫
祭
で
は
、
新
鮮
な
高
冷
地
野
菜

や
加
工
品
等
の
特
産
品
を
購
入
で
き
ま

す
。
ま
た
、
芦
川
産
新
鮮
野
菜
た
っ
ぷ

り
の
豚
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
秋
の
味
覚
満
載

の
芦
川
町
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
11
月
6
日
（
土
）
・
7
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
　
芦
川
農
産
物
直
売
所
『
お
ご

っ
そ
う
家
』

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
芦
川
農
産
物
直
売
所

『
お
ご
っ
そ
う
家
』　（
定
休
日
火
曜
日
）

　
☎
0
5
5
（
2
9
8
）
2
8
2
0

　
市
体
育
指
導
委
員
会
に
よ
る
、
市
内

の
歴
史
・
文

化
の
再
発
見
、

健
康
づ
く
り

を
目
的
に
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
大
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
23
日
（
火
）

　
受
付
�

午
前
8
時

　
開
会
�

午
前
8
時
30
分

▼
集
合
場
所
　
石
和
東
小
学
校
�

校
庭

▼
申
込
期
間

　
11
月
1
日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）

�
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

佐
藤
陽
子
�
A
u
t
u
m
n

C
o
n
c
e
r
t�

　
2
0
1
0
�

　
秋
の
夜
長
を
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ

ー
ト
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
11
月
6
日
（
土
）

　
開
場
　
午
後
6
時
30
分

　
開
演
　
午
後
7
時
�

▼
会
場
　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　
1
0
0
0
円
（
全
席
自
由
席
）

第
2
回
韓
国
料
理
教
室

　
本
場
の
韓
国
・
北
朝
鮮
料
理
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
11
月
14
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

▼
会
場
　
調
理
実
習
室

▼
講
師
　
金
純
子
（
キ
ム
・
ス
ン
ジ
ャ
）
芝

大
門
南
漢
亭
ス
ー
パ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
材
料
代
）

▼
問
合
せ
先

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
６
０
６
６

　
11
月
の
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調

月
間
に
あ
わ
せ
て
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
講
師
の
大
野
氏
は
、
小
学
校
で
不
登

校
、
高
校
は
一
度
中
退
と
い
う
経
験
を

乗
り
越
え
、
今
で
は
「
歌
う
校
長
」
と

し
て
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
ラ

ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
つ
と
め

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

自
分
に
自
信
を
つ
け
て
、
夢
を
育
て
て

生
き
て
い
け
る
よ
う
に
と
の
思
い
を
こ

め
た
ト
ー
ク
&
ラ
イ
ブ
の
講
演
で
す
。

▼
日
時
　
11
月
12
日
（
金
）

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

▼
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

▼
講
師
　
大
野
実
氏
（
京
都
美
山
高
校

校
長
）

▼
主
催
　
市
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
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趣
味
で
栽
培
し
て
い
る
菊
を
庭
先
に

展
示
し
、
菊
を
鑑
賞
し
な
が
ら
皆
さ
ん

に
巡
っ
て
い
た
だ
く
「
菊
の
散
歩
路
」

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

▼
日
程
　
11
月
2
日
（
火
）
〜
7
日
（
日
）

▼
コ
ー
ス
　
春
日
居
町
駅
前
広
場
を
基

点
と
し
た
コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
「
笛
吹
市
地
域
振
興
促

進
助
成
事
業
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

春
日
居
中
輪
菊
愛
好
会
　
丸
山

☎
0
5
5
3
（
2
6
）
5
0
0
0


